
二
十
回
生

佐
井
寺
を
歩
く

二
十
回
生

野

平

倉

浅

二
十
回
生
は
、
同
期
会
の
活
動
と
し
て
、

二
年
に
一
度
の

「
懇
親
会
」
(
昭
和
五
十
五
年
よ
り
十
四
回
開
催
・
毎
回
約
五

十
余
名
が
参
会
)
と
「
ゴ
ル
フ
同
好
会
H
千
二
オ
ー
プ
ン
」

(
昭
和
五
十
八
年
よ
り
四
十
八
回
開
催
)
、
そ
れ
に
、
六
年
前

か
ら
新
た
に
始
め
た
「
千
里
山
を
歩
く
会
」
な
ど
を
定
期
的

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
な
に
色
々
な
会
が
あ
り
な
が
ら
、

し
か
も
、
長
続
き
し
て
い
る
の
は
、
何
よ
り
も
、
荒
木
弘
進

君
(
雪
組
)
・
樺
山
(
三
笠
)
翠
さ
ん
(
星
組
)
・
堀
上
(
葛
野
)
快
子

さ
ん
(
月
組
)
を
は
じ
め
と
す
る
幹
事
さ
ん
方
の
努
力
の
賜
物

で
あ
る
と
深
く
感
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
歩
く
会
は
、
第
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
は
、
|
専
門
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
|
「
旧
千
里
山
遊
園

地
の
桜
を
見
て
、
今
と
昔
の
佐
井
寺
を
歩
こ
う
」
と
き
胃
ノ
事

で、

三
月
二
十
九
日
に
実
施
し
ま
し
た
が
、

二
十
名
も
の
参

加
者
が
あ
り
、

幸
い
に
し
て
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
桜
は
三
分

咲
き
程
度
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
昔
話
し
に
花
を
咲
か
せ
て
、

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
和
気
藷
々
の
内
に
、
佐
井
寺
ウ
オ
ー

ク
を
、
し
っ
か
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。

歩
い
た
コ
ー
ス
は
次
の
通
り
で
す
。

関
大
前
駅
1
旧
千
里
山
遊
園
地
跡
(
現
関
西
大
学
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
)
1関
西
大
学
高
松
塚
古
墳
壁
画
再
現

展
示
室
(
注
)
1関
西
大
学
療
風
館
内
学
生
食
堂
カ
リ
オ
ン

(
昼
食
H
各
自
負
担
に
よ
る
自
由
食
)
1
に
ち
ご
公
園
(
地
蔵

塚
跡

・
佐
井
寺
給
水
池
)
1佐
井
寺
南
ケ
丘
公
園
1
せ
せ
ら

ぎ
の
道
1
向
か
い
坂
十
三
地
蔵
1
く
り
抜
き
水
路
取
水
口
跡

i
佐
井
寺
観
音
i
お
か

h

つ
ず
ゐ
池
i
伊
射
奈
岐
神
社
i
佐
井

の
清
水
i
愛
宕
神
社
1
千
里
山
・
佐
井
寺
図
書
館

1
千
里
山

駅

約

四

・
五
キ
ロ
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さ
て
、
千
里
山
会
会
員
の
皆
様
、
私
達
の
尋
ね
歩
い
た
こ

れ
ら
の
場
所
の
内
、
い
く
つ
お
判
り
に
な
り
ま
す
か
・
・
.

佐
井
寺
に
付
き
ま
し
て
は
、
当
会
会
誌
一

O
号
に
特
別
寄

稿
と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
、

一
五
回
生
伊
藤
発
子
さ
ん
が

書
か
れ
た
「
サ
イ
」
と
「
ワ
ニ
」
の
寄
稿
文
の
中
で
、
佐
井



寺
に
関
す
る
資
料
と
し
て
「
吹
田
市
佐
井
寺
風
土
記
こ
ぼ
れ

話
」
の

一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
私
達
が

佐
井
寺
を
歩
く
に
当
た
り
、
こ
の
本
が
大
変
参
考
に
な
り
、

関
西
大
学
の
図
書
館
か
ら
貸
し
出
し
を
受
け
、
今
回
の
「
歩

く
会
」
の
配
布
資
料
作
り
の
一
助
に
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

尚
、
こ
の

「風
土
記
」
の
末
尾
に
、
表
紙
題
字
は
北
脇
欣

一
郎
と
あ
り
ま
し
た
の
で
、
も
し
や
と
思
い
、
同
級
生
の
石

橋
(
北
脇
)
祥
子
さ
ん
に
、
こ
の
欣

一
郎
氏
の
事
を
確
認
致

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
方
は
、
当
時
、
佐
井
寺
の
町
会
長

を
勤
め
て
お
ら
れ
た
彼
女
の
お
父
上
で
あ
っ
た
事
が
判
り
ま

し
た
。

又
、
こ
の
「
風
土
記
」
に
登
場
さ
れ
て
い
る
佐
井
寺
の
谷

光
倫
住
職
は
、
私
も
存
知
よ
り
の
方
で
、
当
時
、
我
が
家
に

良
く
出
入
り
を
さ
れ
て
お
ら
れ
、
近
所
の
方
々
に
ご
詠
歌
な

ど
を
教
え
た
り
な
さ

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
我
が
家
と
ご
近

所
で
は
佐
井
寺
の
ご
住
職
と
い
う
よ
り
か
「
山
田
寺
の
院
主

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
佐
井
寺
ウ
オ

l
ク
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の

吹
田
ま
ち
案
内
人
に
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
そ
の

甲
斐
が
あ
り
、
知
っ
て
い
る
様
で
知
ら
な
か
っ
た
佐
井
寺
の

再
発
見
と
、
併
せ
て
、
新
し
い
佐
井
寺
を
見
つ
け
出
す
事
が

出
来
、
参
加
者
に
は
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
吹
田
ま
ち
案
内

人
は
、
以
前
、
当
会
誌
で
紹
介
致
し
ま
し
た
「
浜
屋
敷
」

O

六
四
八
六
O
|
九
七
一三

で
受
付
て
お
り
ま
す
。

二
十
回
生
は
、
今
年
、
千
里
第
二
小
学
校
を
卒
業
し
て
六

十
年
を
迎
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
六
十
周
年
記
念
の

同
期
会
は
次
の
知
く
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

二
十
回
生
は
、

是
非
、
参
会
願
い
ま
す
。

時

平

成

二
十

一
年
十
月
十
八
日
(
日
)

所
千
里
阪
急
ホ
テ
ル

場日

十
二
時
開
会
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(
注
)
平
成
二
十
年
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
展
示
室
は
、

昭
和
四
十
七
年
、
高
松
塚
古
墳
の
石
室
発
見
直
後
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
を
陶
板
に
焼
き
付
け
実
物
大
に
再
現
し
た
も
の
で
、

学
校
の
休
み
の
日
を
除
き
一
般
に
も
開
放
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
展
示
室
が
で
き
た
お
か
げ
で
「
飛
鳥
美
人
」
が
千
里
山

の
住
人
に
加
わ
り
ま
し
た
。

千里山・佐井寺図書館(千里第二小学校復元玄関前)

葛野日南田

浅野

岩井池端

荒木(弘)陰下

荒木(正)

林浦

(女性は旧姓です)

本

森板谷

松

古堅岡村

北脇

大

今里

磯西

伊藤

向かい坂の道標(中央)と 13体の地蔵像

道標には左きしべ右吹田と配されております
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